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　胃、結腸、直腸、肝、乳房、子宮、前立腺などは、発見時の病期が上皮内・限局の割合が高
い。肺は、がん検診が実施されている部位ではあるが、発見時に遠隔転移があった割合が高い。
膵臓のように腫瘍が比較的大きくなるまで自覚症状の出にくい部位では、発見時に遠隔転移が
あった割合が高い。子宮頸部については発見時の病期が上皮内の割合が前年に比べて高かった。
（図７）

病期

図7　部位別発見時の病期（％）：対象はDCOを除く届出患者　（表5−A、Bから作成）
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　胃、大腸などの消化管、乳房、子宮では、手術などの外科的治療の割合が高い。初回治療の
方法は、複数回答のため外科的治療、放射線療法、化学・免疫・内分泌療法を組み合わせている
ことが考えられる。届出患者のみの集計のため偏りを否定できないが、初回治療の部位別の傾
向が観察される。（図８）

初回治療の方法

図8　初回治療の方法（％）：対象はDCOを除く届出患者　（表6−A、Bから作成）
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